


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7 B3-1 ６号土坑 Ⅰ層
一括



































































































































































































31 B3-22 サブトレ Ⅱ a層
一括






























































































































































































































53 B3-14 34、35 ９世紀前
葉～中葉 
武蔵型
































0 5 cm 
55栃木県栃木市岡之内遺跡A地点第２次発掘調査概報
の出土が目立つ。滑石製の平玉や垂飾は古墳時代以降の遺物の可能性も考えられる。
　第11図１～７は、石鏃である。１は、Ｂ3-24・Ⅱ層出土。灰色チャート製で、全体に丁寧な平
坦剥離が施されており、形が整えられている。基部の抉りは浅い。２は、Ｂ3-22・Ⅱa層出土。
青色チャート製。基部は浅く抉れる。先端部の調整は少なく、折損も確認できないことから成形
途中で廃棄されたものと考えられる。剥離は全体に及び、原礫面、主要剥離面は観察されない。
基部、左側縁は背面から腹面への剥離が新しく、右側縁は鋸歯縁状になる。３は、Ｂ4-23・Ⅱ層
出土。灰色チャート製で、平坦な基部を持ち、形状は二等辺三角形を呈する。右側縁は、背面側
の剥離が新しく、左側縁は腹面側の剥離が新しい。４は、Ｂ3-14出土。黒曜石製。凹基無茎で、
剥片の周囲のみ加工を施し、剥片の主剥離面がほとんど残っている。右側縁は剥片の末端を断ち
切るように加工が入っている。基部の抉りは浅い。５はＢ3-1の５号土坑出土。頁岩製。白色に
風化する頁岩を用いて作られる。長軸が短く、正三角形に近い形状を呈する。基部の抉りは浅
く、剥離は全周めぐるが、腹面に主剥離面が残る。６はＢ3-1・表土層出土。頁岩製。風化面が
白色を呈し、表面がぼそぼそになっている。剥離面は明瞭に確認できないが、両面が剥離に覆わ
れている。被熱を受けている可能性がある。７はＢ3-22出土。赤色チャート製、平基無茎で、形
状は二等辺三角形を呈する。断面は三角形状になり、やや甲高の印象である。
　８は、B2・C2で表採された石錐である。灰色チャート製、先端部分は両面に加工が入り、形
状が整えられているが、基部は節理面をそのままにしてあまり加工をしていない。おおむね左
側縁の剥離が新しい。９は、Ｂ3-22出土の石錐。黒色チャート製、半分に割れてしまっているた
め、元の形状が復元しづらいが、加工の具合からT字状の石錐が半分に割れたものととらえ、石
錐とした。
　10はＢ3-14・表土層出土。青色チャート製の石匙。青黒い筋の入るチャートを利用して製作す
る。剥離は、全面に押圧剥離が施されており、機能部と思われる下部の剥離は腹面方向の剥離が
多く、その他は鋸歯縁状に剥離される。
　11は、Ｂ3-12出土で、ピエスエスキーユとした。灰色チャート製、素材は厚手の剥片で、主要
剥離面が観察できる。複数回の敲打による階段状の剥離が両端に見られる。
　12はB2・C2で表採。赤色チャート製の彫器。均質な良質のチャートを利用している。素材は
末端に節理面を取り込むようなウートラパッセ状の縦長剥片である。彫刀面は基部に設けられ、
背面から腹面への加撃により腹面を取り込んでいる。
　13は、黒色滑石製の垂飾。表採のため表面に傷が多いが、複数の研磨単位が確認できる。左側
縁は砕けて割れている。穿孔は正面から一つ、左側縁側から短軸方向に途中まで一つあり、T字
状を呈する。しかし、後者は元の形をとどめず、研磨を受けているため、より大きい垂飾を長軸
方向に半割したものと考えられる。14はＢ4-23・Ⅱ層出土の滑石製の平玉。円柱状に研磨され、
中央に穿孔を施されている。側面は複数回の研磨単位が観察される。穿孔は一方向から行われて
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おり、片面にのみ研磨の際にできたと思われる穿孔痕が観察される。
　15は、Ｂ3-24・漸移層出土の磨製石斧調整剥片である。緑色凝灰岩製。背面には研磨痕が確認
される。背面には剥離に先行して調整の剥離がなされている。腹面には一部研磨痕が残ってお
り、剥片を再利用していたことが考えられる。 （渡邊　玲・佐藤悠登）
６．調査の成果と課題
（１）ローム層堆積について
　１次調査で不明だった点は、ローム層の堆積状況である。ローム層の堆積は隣り合ったグリッ
ドでも状態が異なり、１次調査ではどう考えてよいのか分からなかった。表面採集で有舌尖頭器
やナイフ形石器が拾われており、ローム層最上部やローム層中で石器が検出できるだろうという
見通しでこの地点を発掘場所に選んだ。しかしローム層を掘ってみると、鹿沼パミスがローム上
面から30㎝ほどで検出されたり、200㎝で検出されたりした。また鹿沼パミスの上面が大きく波
打ったり、鹿沼パミスが引き千切れたように堆積していた。
　２次調査では１次調査よりも広範囲に調査区を設定し、ローム層の調査を行った。この結果、
鹿沼パミスは水平に堆積する場所はほとんどなく、場所によって検出深度が異なる様相が明確
になった。こうしたローム層堆積の疑問は調査指導に来跡した早田勉氏によって解かれることに
なった。ローム層深堀グリッドの大半で観察されたのは、山崩れ堆積層だったのである。鹿沼パ
ミスを含む地層ごと後期旧石器時代のある時期に山崩れを起こしたというのだ。星野遺跡第１次
調査のトレンチ土層断面図でも顕著に山崩れ堆積が確認できる。
　山崩れ堆積物によって緩傾斜となった発掘地点には、その後、２次調査で明らかとなった縄文
時代の遺構、土師器を伴う住居などが構築されたようだ。またA2-1グリッドでは、AT前後の暗
色帯とみられる堆積層が確認された。火山灰分析の結果がまだ出ていないが、暗色帯とATの関
係も明らかになるだろう。
（２）地震痕跡
　A2-1グリッドの西側壁面で確認された地割れは、地震によるものではないかとの指摘を中村
由克氏から受けた。縄文時代以降の遺物包含層からローム層まで２ｍに及び、１～３㎝も地層が
ずれていた。そして西側壁面の南西方向から北側壁面の北東方向まで３ｍに亘って地割れが伸び
ていた。栃木県内ではこうした完新世の地割れ痕跡例はあまり知らなかったのだが、群馬県に目
を転じれば大間々扇状地等で確認される地割れ痕跡は、弘仁地震（818年）によるものと推定さ
れている（群馬県埋蔵文化財調査事業団2013）。岡之内遺跡A地点の地割れ痕跡も堆積層の時期
などから判断して、この弘仁地震によるものと推測されよう。
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（３）総括
　表面採集による石器の様相から、縄文時代草創期から後期旧石器時代の遺跡を確認できるので
はないかと本遺跡の調査を開始した。しかし２次調査までの結果からは、当該時期の遺物・遺構
は確認できなかった。旧石器時代に起こった山崩れによってこの場所は大きく景観を変えたもの
と思われ、緩傾斜となった場所に縄文時代以降の生活痕跡が認められた。また818年に群馬県を
中心に襲った大地震の痕跡の可能性がある地割れが２次調査で検出された。栃木県域では先例が
ないが、今後の事例増加を待ちたい。 （長﨑潤一）
おわりに
　調査にあたっては調査地地権者の島田明雄氏、同耕作者である島田幸一郎氏には、発掘調査を
快諾いただいた。お二人には自宅敷地を駐車場としてご提供いただいた。記して感謝したい。調
査にあたっては栃木県在住の研究者である酒巻孝光氏にご助言を頂戴した。また栃木県埋蔵文化
財センターの芹澤清八氏、栃木県教育委員会の武川夏樹氏は毎年来跡いただきご指導を賜った。
栃木県教育委員会の木村等氏、尾島忠信氏には調査にあたり様々なご配慮を頂戴した。感謝の意
を表したい。
　また最後になるが、下記の方々に調査の協力・助力、調査指導、差入れを賜った。深く感謝申
し上げたい。
青木　弘、井出浩正、岩井聖吾、小髙敬寛、川畑隼人、久保田慎二、熊崎真司、小林謙一、小原
俊行、酒巻孝光、芹澤清八、早田　勉、武川夏樹、竹田　瑛、伝田郁夫、中村耕作、根兵皇平、
平原信崇、廣田吉三郎、三井　猛（以上、順不同、敬称略）。
　　注
（１）　第１次調査概報（長﨑ほか前掲）の「２．調査組織」【調査期間】は「2014年９月１日～９月13日」と表記さ
れているが、正しくは「2013年９月１日～９月13日」の誤りである。ここに訂正する。
（２）　西田健彦氏のご教示による。
（３）　早田勉氏（火山灰考古学研究所）よりご教示をいただいた。
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